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■活動日：2019 年 11月 23 日（土） 10：00～15：00 
■参加者：チーム神於山  7 名  
■活動内容 
  ・今回は、フクロウの巣箱の準備（カメラと新しい架け方の為の横木の取り付け）と フクロウの狩場の

整備を兼ねた上部植栽地の笹刈りを行い、ほぼ予定通り終えることが出来ました。 
  ・活動頂いた 7名の皆さん、お疲れ様でした。 
  ・昼は、（NPO）神於山保全くらぶの田口事務局長からお誘いを受けていた「芋煮会」に参加。保全クラ

ブの会員の皆さんと一緒に美味しくいただきました。 
   芋煮会参加は、ここ数年恒例になっている行事で、今年もチーム神於山からミカン一箱を差し入れま

した。 
  ・嬉しかったことが一つ。シイタケとナメコが沢山収穫出来ました。 
   特にナメコは、今年の 3 月 9 日の活動日にヤマザクラに植菌し、10 月 26 日の活動日に井桁に本伏

したばかりですから、ビックリしました。 
・ネット情報では、植菌後の初秋に少し発生するが、本格発生は２夏経過してからで、３～５年目が最盛
期。その後漸減して、通常８～９年で寿命が終わるそうです。 

・ナメコは、かなり前に挑戦し、きれいに発芽したのは確認したものの、全く収穫できなかったという苦
い経験がありますから、今回はしっかり収穫したいと思います。 

■次回以降の活動 
  ・次回以降は、フクロウの巣箱の架設、上部植栽地の笹刈り、除伐や間伐がメインになりますが、先ずフ

クロウの巣箱を確実に架けるため、1２月７日(土)を臨時活動日にすることになりました。  
・既に岡森さんから案内されていますので、奮ってご参加ください。 
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真砂 記 

■フクロウの営巣地回りの整備  フクロウが営巣した木のある「クリの木広場」の笹を刈り取りました。 

クリの木広場(左上)とそれに続く斜面(画面手前)の笹刈が終わり、すっきりしました。 

笹が膝上あたりの高さに伸びていました。 ※ 

after 

before  

※「before」の写真は、パノラマ撮影の失敗で、左半分が上に上がっていますが実際は「after」
の様に、左上のクリの木広場から手前から右下に向かい、なだらかな斜面になっています。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■上部植栽地の笹刈と、作業道の整備。  フクロウの狩場整備と、今後の間伐材の搬出準備が目的です。 

★ 

■フクロウの巣箱、準備完了。  新しい架け方の考案から部材の調達まで、金井さん大活躍です。 

・今回は、巣箱をより安全で確実
に木に架けるため、金井さん考
案の 
① 営巣現場で巣箱を2本竹の

柱に固定し、 
② 架ける木に滑車を取り付け 
③ 巣箱を竹の柱ごとロープで

引き起こして固定する 
という方法で巣箱を架ける予
定です。 

・カメラハウスがプラスチックから木製に変わり、しっかりしました。 
(写真上) 

・竹の柱に巣箱を固定する為、新しく巣箱に２本の横木を付けました。 
(写真左) これで準備完了！ 

■昼は(NPO)神於山保全くらぶの「芋煮会」に参加。 食後、制作中の炭焼窯を見学しました。 

・(NPO)神於山保全くらぶの芋煮会は恒例の行事で、会員の方が家族連れ

で参加されていました。（写真上；パノラマ撮影） 
 
・現在保全クラブで制作中の炭焼き窯は 2 代目。 

・初代は、山腹を削って作った為、水が染み出して上手く焼けないことが

有ったことから、今回は平地をブロックで囲って土を入れ、機械で打ち

固めて作られており、本格的な窯になっています。(写真右) 
 
・完成は来年のようですが、シャープの森のクヌギ・コナラは、炭の材料と

して絶好ですから、間伐から炭焼き迄協働で進める等、交流を深めたい

と思っています。 

 

・作業道(写真破線)から下

は６０％ほど刈り込み

ました。(写真左) 

 

・作業道は、雨で土が流

れ、左右の路肩境界が判

りにくくなっています

が、取敢えずササを刈

り、「道」と判るようにし

ました。(写真右・星印は

林道からの入口) 

この上にドームが付きます。 

本格的な造りにビックリ。 

after after 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 

■嬉しい話。ナメコを収穫しました。  早速神於山保全くらぶの芋煮の具材に提供しました。 

・売られているナメコは、みそ汁などの吸い物やあえ物に使われることが多

いので、未だ笠が開かない内に収穫されています。 

・なので、ナメコと言うとエノキの様に頭が丸いものという先入観がありま

すが、今回はその時期を過ぎていたので傘は開いていました。 

 

・しかし特有のヌメリは変わらず、また味は笠が開いてからの方が美味しい

と言われており、正に絶好の食べごろでした。 

 

・シイタケより湿度が必要なので、菰を被せるとか保湿の工夫が必要です

が、これからもしっかり収穫したいと思います。 

■活動頂いた７名のメンバーの皆さん。 お疲れ様でした。 

高瀬さんが持っているのがナメコ。金井さんの奥さんが持っているのがシイタケです。 


